
平
成

年
度

浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
を
開
催

会員、議員、行政、メーカー、他県からも参加

日間、、 名が受講平
成

年
度

浄
化
槽
実
務
者
研
修
会
を
開
催

平
成

年
度

（ ） 平成 年 月 日広 報 ぎかんきょう第 号

分
散
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽

の
適
正
維
持
管
理
が
重
要

研
修
会
で
は
初
め
に
玉
川

（
公
社
）
岐
阜
県
浄
化
槽
連
合

会
会
長
が
、
浄
化
槽
の
維
持
管

理
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
下

水
道
に
よ
り
地
方
財
政
が
圧
迫

さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
浄
化
槽

で
あ
る
た
め
に
、
自
ら
が
変
わ

ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
強
調
し

た
。
今
回
の
研
修
会
の
大
き
な

変
化
は

業
種
連
携
で
あ
る
。

浄
化
槽
は
分
散
設
置
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
別
々
の
会
社
が
保

守
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
行
な

う
た
め
、
一
貫
性
が
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
管
理
ソ
フ
ト
を
一

元
化
す
る
こ
と
で
同
じ
作
業
が

で
き
、
ま
た
、
行
政
が
そ
れ
を

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る
管
理
体
制
が
岐
阜

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
が
主
催
す
る
、
平
成

年
度
浄
化

槽
実
務
者
研
修
会
が
、

月

・

・

・

日
に
長
良
川
国
際
会
議
場
、

日
に
飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

同
研
修
会
は
、
岐
阜
県
ら
く
ら
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
協
議
会
の
共
催
、

ま
た
岐
阜
県
廃
棄
物
対
策
課
と
建
築
指
導
課
の
協
力
も
得
て
開
か
れ
る
も
の

で
、
浄
化
槽
の
施
工
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
の
ほ
か
、
行
政
や
メ
ー

発 行

岐阜県環境整備事業協同組合

岐阜市六条大溝

平成 年度浄化槽実務者研修会岐阜会場（ 月 日、長良川国際会議場 階大会議室）

カ
ー
、
さ
ら
に
は
他
県
か
ら
も
毎
年
多
数
の
参
加
が
あ
る
。
今
年
は
、

名

の
議
員
も
出
席
し
、

日
間
で

、

名
が
研
修
し
た
。

今
年
の
研
修
会
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査

各
現
場
か
ら
の
報
告
を
中
心
に
し
た
研
修
内
容
か
ら
、

業
種
が
一
体
と

な
っ
て
良
好
な
放
流
水
を
得
る
た
め
、
業
務
連
携
の
事
例
報
告
・
質
疑
応
答

を
中
心
に
し
た
内
容
で
実
施
さ
れ
た
。

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査

業
種

連
携
を
中
心
に
、
施
工
、
メ
ー
カ
ー
、

生
涯
機
能
保
証
判
定
委
員
会
の
情
報
を

共
有
化

県
で
完
成
し
た
。

下
水
道
法
改
正

で
地
方
財
政
が

改
善

下
水
道
は
、

年

間
で
下
水
道
管
理
費

に

兆
円
必
要
で
あ

る
が
、
使
用
料
徴
収

額
は

兆
円
し
か
賄
え
て
い
な

い
。
こ
の
不
足
分
は
全
て
一
般

会
計
か
ら
補
填
さ
れ
て
お
り
、

地
方
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
借
金
を
抱
え
る
下

水
道
で
あ
っ
て
も
、
国
交
省
と

環
境
省
で
浄
化
槽
は
「
速
や
か

に
下
水
道
に
接
続
す
る
も
の
」

と
す
る
合
意
に
達
し
て
お
り
、

制
度
化
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の

が
、
下
水
道
法
改
正
で
あ
る
。

昨
年
民
主
党
は
国
会
に
提
出
し

た
が
、
衆
議
院
解
散
に
よ
り
廃

案
に
な
っ
て
い
る
。
公
明
党
も

議
員
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
、
さ

ら
に
自
民
党
の
石
破
幹
事
長
も

改
正
の
必
要
性
を
意
思
表
示
し

た
。
今
後
、
合
併
処
理
浄
化
槽

で
十
分
だ
と
言
え
る
管
理
実
態

を
作
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の

役
割
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

法
定
検
査
機
関
は
全
国
統

一
と
な
っ
て
い
な
い

続
い
て
、
渡
邉

岐
阜
県
環

境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー
副
理
事

長
が
「
法
定
検
査
の
課
題
と
対

策
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
ま

ず
指
定
採
水
員
制
度
の
問
題
点

を
指
摘
し
た
。
こ
の
制
度
は
法

定
検
査
の
受
検
率
を
上
げ
る
た

め
多
く
の
県
で
導
入
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
検
査
項
目
が
省
略
さ

れ
た
り
、
保
守
点
検
業
者
が
代

わ
り
に
行
う
等
、
法
定
検
査
の

根
幹
を
危
う
く
す
る
制
度
で
あ

り
、
環
境
省
が
進
め
る
基
本
検

査
導
入
時
に
は
廃
止
す
べ
き
と

考
え
を
表
明
し
た
。

法
定
検
査
が
今
な
す
べ
き

こ
と
は
何
か

ま
た
、
透
視
度

度
以
上
の

み
ず
再
生
施
設
認
定
制
度
の
達

成
率
を
上
げ
る
こ
と
を
力
説
し
、

そ
の
た
め
の
課
題
と
し
て
法
定

検
査
員
の
技
術
向
上
や
業
界
と

の
綿
密
な
連
携
が
必
要
性
が
あ

る
と
説
明
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

で
は
、
独
自
に
助
成
金
を
設
け
、

単
独
処
理
浄
化
槽
・
農
業
集
落

排
水
施
設
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
切
り
替
え
を
推
進
し
て

い
る
。
過
疎
化
に
よ
り
農
業
集

落
排
水
が
過
大
に
な
り
す
ぎ
た

り
、
老
朽
化
に
よ
る
補
修
に
費

用
が
か
か
る
。
そ
れ
よ
り
も
個

別
処
理
す
る
こ
と
で
、
市
町
村

経
営
に
も
設
置
者
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
岐
阜
県
に
お
い
て

は
法
定
検
査
、
施
工
、
保
守
点

検
、
清
掃
か
ら
な
る
（
公
社
）

岐
阜
県
浄
化
槽
連
合
会
は
、
運

命
共
同
体
で
あ
り
、
一
丸
と

な
っ
て

業
種
連
携
に
取
り
組

む
べ
き
と
締
め
く
く
っ
た
。

県
が
感
謝
の
意
を
示
す

県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策

課
か
ら
、
浄
化
槽
関
係
団
体
が

一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
た
ら
く

ら
く
一
括
契
約
に
よ
る
効
果
で
、

高
い
法
定
検
査
受
検
率
を
誇
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
意
を
示

し
た
。ま
た
、県
都
市
建
築
部
建

築
指
導
課
か
ら
は
、
設
置
届
ブ

ロ
ワ
停
止
警
報
器
の
設
置
を
平

成

年

月
に
建
築
関
係
団
体

に
指
導
し
た
こ
と
を
周
知
し
た
。

業
種
連
携
事
例
と
現
場

で
役
立
つ
フ
ロ
ー

事
例
報
告
で
は
、
法
定
検
査

と
保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
者

が
ど
の
よ
う
に
連
絡
し
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
清
掃
業
者
が
改

善
し
た
事
例
と
改
善
で
き
な

か
っ
た
事
例
を
具
体
的
に
示
し

た
。
今
回
新
た
に
、
構
造
例
示

型
、
性
能
評
価
型
の
透
視
度
改

善
フ
ロ
ー
（
本
紙

ペ
ー
ジ
参

照
）
を
現
場
で
役
立
つ
資
料
と

し
て
提
示
し
た
。

最
後
に
、
玉
川
会
長
の
研
修

会
を
終
え
て
の
総
括
（
本
紙

ペ
ー
ジ
参
照
）
が
行
わ
れ
、
研

修
を
修
了
し
た
。

玉川福和（公社）岐阜県
浄化槽連合会会長



各
団
体
と
情
報
を
共
有
化

各
団
体
と
情
報
を
共
有
化
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生
涯
機
能
保
証
制
度
と
は
、

浄
化
槽
本
体
の
耐
用
年
数
は

年
以
上
で
あ
る
が
、
毎
年
相
当

数
の
浄
化
槽
が
漏
水
等
機
能
異

常
を
起
こ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
そ
の
原

因
及
び
原
因
者
を
遡
及
調
査

し
、
原
因
者
が
明
ら
か
な
場
合

は
原
因
者
に
、
原
因
不
明
の
場

合
な
ど
は
連
合
会
の
基
金
に
よ

り
修
理
し
、
設
置
者
に
は
維
持

管
理
費
以
外
の
費
用
負
担
を
求

め
ず
、
安
心
し
て

浄
化
槽
を
使
い
続

け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
あ
る
。

今
回
の
研
修
会

で
は
、
浄
化
槽
工

事
に
起
因
す
る
事

例
、
浄
化
槽
メ
ー

カ
ー
に
起
因
す
る

事
例
、
浄
化
槽

メ
ー
カ
ー
が
対
応

し
な
い
事
例
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
メ
ー

カ
ー
ご
と
の
事
故

発
生
原
因
の
件
数

と
設
置
年
度
別
に

統
計
を
出
し
、
ど

う
い
っ
た
事
故
が
起
き
や
す
い

か
、
ま
た
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
現

在
ま
で
で
漏
水
は

件
、

担
体
流
出
は

件
、
ろ
材

の
浮
上
・
脱
落
が

件
、

仕
切
板
の
破
損
が

件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

浄
化
槽
工
事
に
起
因
す
る
事

例
で
は
、
漏
水
の

割
が
放
流

管
接
合
部
で
起
き
て
お
り
、
放

流
ま
す
の
基
礎
工
事
に
問
題
が

生
涯
機
能
保
証
制
度
判
定
委
員
会
か
ら

の
報
告

メ
ー
カ
ー
に
起
因
す
る
事
故
事
例

メ
ー
カ
ー
に
起
因
す
る
事
故
事
例

生
涯
機
能
保
証
制
度
判
定
委
員
会
、
浄
化
槽
工
事
に
係
る
管
設
備
工
業
協
同
組
合
、

業

種
連
携
し
て
い
る
法
定
検
査
、
保
守
点
検
、
清
掃
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
の
見
解
、

質
疑
・
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
み
ず
再
生
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
の
創
設
の
報
告
、
現
場
で
役
立
つ

の
事
例
集
と

透
視
度
改
善
フ
ロ
ー
が
提
示
さ
れ
、透
視
度

度
以
上
へ
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

平
成

年

月

日
岐
阜
大

学
と

岐
阜
県
環
境
管
理
技
術

セ
ン
タ
ー
が
提
携
し
、
岐
阜
大

学
に
み
ず
再
生
技
術
推
進
セ
ン

タ
ー
が
創
設
さ
れ

た
。浄

化
槽
の
透
視

度
確
保
（

度

以
上
）
に
関
す

る
研
究

浄
化
槽
の
処
理

機
能
に
関
す
る

研
究

浄
化
槽
整
備
区

域
と
そ
の
周
辺

の
水
質
環
境
に

関
す
る
研
究

平
成

年

月

日
か
ら
平
成

年

月

日
の
設

置
期
間
で
、
大
学

と
関
連
業
界
と
の

連
携
協
力
の
さ
ら

み
ず
再
生
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
創
設

み
ず
再
生
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
創
設

助
成
金
交
付
要
項
一
部
改
正

助
成
金
交
付
要
項
一
部
改
正

過
去
の
事
故
事
例
と
し
て
、

浄
化
槽
の
放
流
口
が
放
流
先
よ

岐
阜
県
管
設
備
工
業
協
同
組
合
か
ら
の

報
告

浄
化
槽
工
事
に
つ
い
て

浄
化
槽
工
事
に
つ
い
て

り
低
い
、
も
し
く
は
同
じ
高
さ

の
施
工
が
あ
り
、
逆
流
を
起
こ

す
事
例
を
紹
介
し
た
。
施
工

時
、
放
流
先
の
水
位
を
確
認
す

る
こ
と
、
放
流
へ
の
勾
配
が
と

れ
な
い
場
合
は
放
流
ポ
ン
プ
を

取
り
付
け
る
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
る
と
強
調
し
た
。
工
事
の

注
意
点
と
し
て
、「
浄
化
槽
施

工
標
準
書
」
に
基
づ
き
説
明
が

あ
っ
た
。

ブ
ロ
ワ
設
置
場
所
は
日
陰
で

通
風
、
保
守
点
検
が
よ
く
で

き
る
場
所
で
あ
る
こ
と

掘
削
工
事
は
必
ず
浄
化
槽
設

備
士
が
行
う
こ
と

据
付
工
事
で
は

分
の

ず

つ
細
か
い
土
砂
で
均
等
に
埋

め
戻
す
こ
と

上
部
ス
ラ
ブ
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
仕
上
げ
面
に
水
勾
配

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
浄

化
槽
連
合
会
主
催
の
実
務
者

研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当

た
り
ま
し
て
、
一
言
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方

に
は
、
日
頃
か
ら
本
県
の
環

境
行
政
に
格
別
の
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

こ
の
研

修
会
は
、

浄
化
槽
の

施
工
、
保

守
点
検
、

清
掃
、
法

定
検
査
に

係
る
皆
様

方
が
一
堂

に
会
さ
れ

ま
し
て
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
毎
年
こ
う
し
た
研
修
会

を
通
さ
れ
ま
し
て
、
資
質
の
向

上
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
ぎ
ふ
清
流
国

体
・
清
流
大
会
が
本
県
で
開
催

さ
れ
ま
し
て
、
歴
史
的
な
大
成

功
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
の
賜

物
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

岐
阜
県
で
は
、
こ
の
国
体
を

契
機
と
い
た
し
ま
し
て
、「
清

流
」
と
い
う
の
を
本
県
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
県

民
総
参
加
に
よ
る
緑
豊
か
な
清

流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
と
り
わ
け
浄
化

槽
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

水
域
の
汚
濁
負
荷
を
軽
減
す
る

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

県
と
し
て
も
補
助
制
度
を
設
け

ま
し
て
、
そ
の
普
及
促
進
を

図
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま

す
。

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
が
水
環
境
の
保
全

に
つ
な
が
り
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
が

で
き
る

岐
阜
県
環
境
生
活
部
長

秦

康

之

浄
化
槽
は
、
ま
ず
適
正
な
工

事
が
行
わ
れ
た
後
、
保
守
点

検
、
清
掃
、
さ
ら
に
は
法
定
検

査
、
こ
の

つ
の
維
持
管
理
が

行
わ
れ
て
、
初
め
て
適
正
に
機

能
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
貴
浄
化
槽
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
み
ず
再
生
施

設
認
定
制
度
、
あ
る
い
は
岐
阜

県
浄
化
槽
生
涯
機
能
保
証
制
度

と
い
っ
た
独
自
の
制
度
を
創
設

さ
れ
ま
し
て
、
浄
化
槽
の
適
正

管
理
を
通
し
て
地
域
の
水
環
境

の
保
全
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に

は
、
引
き
続
き
美
し
く
豊
か
で

快
適
な
水
環
境
、
生
活
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
後
も

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
の
研
修
会
が
御
参
加
の
皆
様

方
に
実
り
の
あ
る
機
会
と
な
り

ま
す
こ
と
、
そ
し
て
貴
浄
化
槽

連
合
会
の
益
々
の
御
発
展
を
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

日
御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
る
強
化
を
図
り
、
よ
り
高
度

な
知
識
と
技
能
を
有
し
た
人

材
の
育
成
を
通
じ
た
社
会
貢
献

を
目
指
す
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。ま

た
、

岐
阜
県
環
境
管
理

技
術
セ
ン
タ
ー
は
合
併
処
理

浄
化
槽
転
換
助
成
金
を
独
自
に

設
け
て
い
る
が
、
平
成

年
度

あ
る
と
し
、
自
在
性
の
あ
る
継

手
を
活
用
す
る
提
案
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
浄
化
槽
メ
ー
カ
ー

に
起
因
す
る
事
例
で
は
、
槽
の

内
側
の
突
起
物
付
近
に
亀
裂
が

見
ら
れ
漏
水
を
起
こ
す
現
象
、

担
体
が
偏
っ
て
流
出
す
る
現
象

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
現
在

メ
ー
カ
ー
は
担
体
の
移
動
を
防

止
す
る
ネ
ッ
ト
を
取
り
付
け
る

対
策
を
と
っ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
に
製
造
責
任
が
あ

る
と
い
う
判
断
を
し
、
今
後
も

メ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
、

よ
り
よ
い
浄
化
槽
を
普
及
さ
せ

る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
浄
化
槽
メ
ー
カ
ー
が
対

応
し
な
い
事
例
と
し
て
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
を
挙
げ
た
。
本
体
と

仕
切
板
の
接
合
部
の
ボ
ル
ト
が

残
っ
た
ま
ま
破
損
し
、
隙
間
が

生
じ
る
現
象
が
あ
る
が
、
協
議

に
応
じ
ず
、
折
衝
中
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

か
ら
対
象
の
拡
大
を
図
る
。
今

後
高
度
処
理
浄
化
槽
以
外
の
浄

化
槽
も
対
象
と
な
る
。
適
正
な

浄
化
槽
の
設
置
の
普
及
・
促
進

を
目
指
し
た
も
の
で
国
、
市
町

村
の
補
助
金
に
追
加
し
て
助
成

さ
れ
る
。
詳
し
く
は

岐
阜
県

環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー
ま

で
。

を
つ
け
て
、
土
肩
（
掘
っ
て

い
な
い
所
）
に
載
せ
る
こ
と

ま
た
、
県
か
ら
も
説
明
が

あ
っ
た
通
り
、
平
成

年

月

か
ら
ブ
ロ
ワ
停
止
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
周
知
し
た
。
工
事
開
始
に

は
浄
化
槽
の
設
置
位
置
、
放
流

先
等
現
場
の
状
況
を
充
分
に
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
防

止
に
努
め
る
よ
う
注
意
が
あ
っ

た
。
最
後
に
、
悪
い
事
例
と
し

て
地
盤
と
ス
ラ
ブ
の
隙
間
に
つ

い
て
言
及
が
あ
っ
た
。
突
き
固

め
が
足
り
な
い
と
起
こ
る
現
象

で
あ
り
、
埋
め
戻
し
と
ス
ラ
ブ

の
設
置
に
は
気
を
付
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
喚
起
し
た
。
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法
定
検
査
、
保
守
点
検
、
清

掃
の

業
種
は
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
過
去

年

間
の

次
処
理
流
出
水
透
視
度

の
変
化
と

次
処
理
槽
へ
の
影

響
、
堆
積
汚
泥
厚
の
測
定
数
値

や
傾
向
を
共
有
し
、
放
流
水
透

視
度

度
以
上
の
み
ず
再
生
施

設
認
定
基
準
を
目
指
し
て
い

る
。
今
回
、
放
流
水
透
視
度
が

改
善
し
た
低
負
荷
改
善
事
例

と
、
現
在
も
対
応
中
の
高
負
荷

未
改
善
事
例
の
報
告
が
あ
っ

た
。

事
例

低
負
荷
改
善
事
例

低
負
荷
と
判
断
し
た
ポ
イ
ン

ト
は

次
処
理
の
ス
カ
ム
や

堆
積
汚
泥
の
発
生
は
少
量

次
処
理
の

低
下
が
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

法
定
検
査
が
入
っ
た
時
の
透

視
度
は

度
で
あ
っ
た
。
法
定

検
査
は
生
物
膜
の
付
着
を
さ
せ

岐
阜
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
協
同
組
合

岐
阜
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

岐
阜
県
環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
報
告

業
種
連
携
事
例
報
告

業
種
連
携
事
例
報
告

る
た
め
、
バ
ル
ブ
の
開
度
を
開

放
し
、
撹
拌
水
流
を
弱
め
る
指

示
を
出
し
た
。
保
守
点
検
業
者

は
、
指
示
通
り
行
い
、
放
流
バ

ル
ブ
を

％
か
ら

％
ま
で
開

放
し
た
。
透
視
度

度
ま
で
回

復
し
、
生
物
膜
の
生
成
が
み
ら

れ
た
た
め
、
放
流
バ
ル
ブ
を

％
か
ら

％
に
絞
り
攪
拌
水

流
を
少
し
強
め
た
。
次
に
循
環

水
量
を
前
回
点
検
時

・

リ
ッ
ト
ル

分
だ
っ
た
も
の
を

・

リ
ッ
ト
ル

分
に
調
整

し
た
。
清
掃
に
は
こ
れ
ら
の
情

報
は
申
し
送
ら
れ
、
さ
ら
に
清

掃
後
、
循
環
水
量
を
停
止
さ
せ

る
申
し
送
り
を
し
て
い
る
。
こ

れ
は
清
掃
後
の
立
ち
上
が
り
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
清
掃
は
放
流
バ

ル
ブ
が
以
前

％
に
設
定
し
て

い
て
、
清
掃
後
は
槽
内
の
微
生

物
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
放
流

バ
ル
ブ
を

％
か
ら

％
に
開

放
し
て
空
気
逃
が
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
と
き

の
最
良
な
調
整
量
を
考
え
、
連

携
し
た
結
果
、
放
流
水
の
透
視

度
が
改
善
さ
れ
た
。

事
例

高
負
荷
未
改
善
事
例

高
負
荷
と
判
断
し
た
ポ
イ
ン

ト
は

次
処
理
流
出
水
透
視

度
の
低
下

次
処
理
の

低
下

前
回
清
掃
時
に

次
処

理
と

次
処
理
の
流
出
水
透
視

度
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。法

定
検
査
で
の
指
摘
は
、
使

用
人
員
が
増
え
て
お
り
、

次

処
理
水
に

の
移
流
が
見
ら

れ
、
圧
密
が
低
下
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
た
め
、
手
動
逆
洗
を

し
、
ま
た
逆
洗
回
数
を
減
ら
す

こ
と
で
あ
っ
た
。
保
守
点
検
は

前
回
点
検
時
の
日
平
均
汚
水
量

が

・

立
米
か
ら

・

立

米
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

夏
場
に
流
入
量
が
多
く
な
り
、

次
処
理
の
汚
泥
が

次
処
理

に
流
れ
込
み
や
す
い
施
設
と
判

断
し
た
。
よ
り
滞
留
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
、
逆
洗
回
数
を

減
ら
し
、
固
液
分
離
機
能
を
高

め
る
た
め
、
清
掃
に
循
環
水
量

の
停
止
を
申
し
送
っ
た
。
清
掃

は

次
処
理
、
放
流
水
の
透
視

度
に
差
が
少
な
く
、
堆
積
汚
泥

に
も
変
化
が
な
い
こ
と
か
ら
、

ろ
材
内
部
に
汚
泥
が
入
り
込

み
、
捕
捉
性
を
低
下
さ
せ
て
い

る
と
判
断
。
強
制
攪
拌
を
行

い
、
さ
ら
に
保
守
点
検
か
ら
の

申
し
送
り
通
り
、
循
環
水
の
停

止
の
調
整
を
行
っ
た
。
法
定
検

岐
阜
県
環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
報
告

の
事
例
集
と
透
視
度
改
善
フ
ロ
ー

の
事
例
集
と
透
視
度
改
善
フ
ロ
ー

査
が
入
っ
た
時
の
透
視
度
は

度
、
清
掃
後
の
保
守
点
検
時
で

は

度
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

堆
積
汚
泥
を
圧
密
さ
せ
る
と

次
処
理
水
機
能
を
向
上
さ
せ
、

さ
ら
に

次
処
理
機
能
を
阻
害

し
て
い
た
白
濁
な
ど
を
阻
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら

事
例
集
の
内
容
は
、
法
定
検

査
と
保
守
点
検
が
措
置
と
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
透
視
度

度

以
上
に
改
善
さ
れ
た
事
例
で
あ

る
。
ま
た
、
型
式
別
の
透
視
度

度
以
上
達
成
率
と
、
法
定
検

と
か
ら
傾
向
を
つ
か
み
、
浄
化

槽
の
種
類
ご
と
に
ど
の
よ
う
に

調
整
す
れ
ば
よ
い
の
か
い
い
目

安
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

構
造
例
示
型
と
性
能
評
価
型
の

透
視
度
改
善
フ
ロ
ー
が
提
示
さ

れ
た
。（
左
図
参
照
）

次
処

理
の
ス
カ
ム
が
何
セ
ン
チ
か
、

堆
積
汚
泥
厚
が
何
セ
ン
チ
か
な

ど
条
件
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
に
調
整
す
れ
ば

よ
い
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。

次
処
理
が
対
処
で
き
た
後
に

次
処
理
の
調
整
に
入
り
、
様
々

な
調
整
に
よ
っ
て
改
善
で
き

る
。
基
本
パ
タ
ー
ン
を
示
す
こ

と
に
よ
り
新
人
で
も
熟
練
の
管

理
士
で
も
同
じ
判
断
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
事
例
集
と
フ
ロ
ー

は
現
場
で
使
う
た
め
に
作
成
さ

れ
て
い
る
。

査
か
ら
保
守
点
検
へ
の
申
し
送

り
内
容
を
集
計
し
た
改
善
率
を

提
示
し
た
。

業
種
事
例
報
告

の
事
例

で
示
し
た
よ
う
に
空

気
逃
が
し
を
行
い
改
善
し
た
も

の
は

％
に
の
ぼ
る
。
こ
の
こ

か
と
な
っ
た
。
今
後
も
引
き
続

き
調
整
を
行
い
、

度
以
上
を

目
指
し
て
い
る
。

業
種
連
携
で
は
、
こ
の
よ

う
な
日
々
の
調
整
を
共
有
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
都
度
状

況
に
応
じ
た
調
整
が
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
。
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責
任
を
持
ち
、
役
割
を
果

た
す
必
要
が
あ
る

浄
化
槽
連
合
会
の
目
的
は
、

浄
化
槽
を
下
水
道
に
代
わ
る
位

置
づ
け
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
日
本
の
財
政
が
危
険
水

域
に
達
し
て
お
り
、
浄
化
槽
業

界
が
仕
事
を
向
上
さ
せ
る
中
で

そ
う
い
っ
た
部
分
を
改
善
し
た

い
と
い
う
意
識
が
強
く
あ
る
か

ら
だ
。
メ
ー
カ
ー
が
毎
年
新
し

い
浄
化
槽
を
出
し
て
い
る
が
、

過
去
に
い
い
浄
化
槽
は
製
造
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し

た
が
っ
て
水
質
悪
化
を
招
く
悪

い
浄
化
槽
を
作
っ
た
責
任
を
と

る
時
代
が
く
る
と
い
う
認
識
を

持
つ
必
要
が
あ
る
。
施
工
は
技

術
上
の
基
準
を
完
璧
に
守
り
な

が
ら
、
あ
る
い
は
最
低
基
準
だ

と
い
う
意
識
を
持
つ
。
維
持
管

理
は
、
保
守
点
検
、
清
掃
そ
し

て
法
定
検
査
が
最
後
の
砦
だ

と
、
自
分
た
ち
が
い
い
浄
化
槽

に
変
化
さ
せ
る
と
い
う
思
い
を

強
く
持
つ
必
要
が
あ
る
。
よ
か

ら
ぬ
対
応
を
し
た
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
岐
環
協

に
申
告
し
て
も
ら
え
ば
、
改
善

す
る
。
具
体
的
な
指
摘
は
会
社

に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
だ
と
明
言

す
る
。

自
分
た
ち
の
役
割
は
何
か
と

問
わ
れ
た
と
き
、
下
水
道
で
不

十
分
な
と
こ
ろ
を
補
い
、
地
方

財
政
の
た
め
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
守
り
抜
く
。
そ
し
て
河
川

も
守
る
。
合
併
処
理
浄
化
槽
で

な
い
と
、
水
環
境
を
守
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。

業
種
連
携
が
果
た
す
役

割岐
阜
県
は
、
日
本
で
初
め
て

業
種
の
連
携
プ
レ
ー
を
考
え

出
し
た
。
ま
た
、
水
質
改
善
事

例
報
告
も
初
め
て
で
あ
る
。
こ

の

業
種
連
携
が
な
い
と
、
浄

化
槽
は
お
そ
ら
く
粗
悪
な
維
持

管
理
だ
と
言
わ
れ
る
。
岐
阜
大

学
で
水
再
生
の
研
究
が
始
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。

水
処
理
の
専
門
家

は
な
か
な
か
い
な

い
。
そ
の
鍵
を

握
っ
て
い
る
の

が
、
清
掃
業
者
で

あ
る
。

清
掃
の
意
識

を
高
く
持
つ

こ
と
で
社
会

的
な
地
位
が

向
上
す
る

今
ま
で
清
掃
業

者
と
い
う
も
の
は

バ
キ
ュ
ー
ム
で
汚

泥
を
抜
く
だ
け
と

見
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
今
で
は
、

水
質
を
測
り
、
汚

泥
の
厚
み
を
測

り
、
変
化
を
経
時

的
に
見
て
い
る
。

そ
し
て
バ
ル
ブ
操

作
も
し
、

業
種

が
連
携
す
る
中

で
、
清
掃
行
為
は

欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
業
務
に

な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
保
守
点
検
、

法
定
検
査
と
肩
を

並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
が
遅
れ
を

と
ら
な
い
よ
う
厳

し
く
指
摘
し
合
い
、
水
を
守
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
。
皆
さ
ん

は
現
場
へ
行
っ
て
、
こ
ん
な
水

処
理
を
し
て
い
る
と
自
信
を

持
っ
て
行
動
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
我
々
は
人
が
見
て
い

な
い
所
で
仕
事
を
す
る
た
め
、

気
が
緩
み
や
す
い
が
、
自
分
た

ち
の
目
指
す
も
の
が
明
ら
か
に

意
識
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
の
業

界
の
社
会
的
な
地
位
を
自
分
た

ち
で
作
り
出
し
、
自
慢
で
き
る

会
社
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
状
態
に
な
る
。
一
生
懸
命
、

毎
日
の
仕
事
を
や
る
中
で
、
充

実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
仕
事
を
通
し
て
地
域
社
会

に
も
貢
献
す
る
、
仕
事
を
通
し

て
家
族
に
も
喜
ん
で
も
ら
う
こ

こ
の
勉
強
会
は

年
ぶ
り
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
非
常
に
す
ば
ら
し
い
勉
強

会
で
中
身
が
一
層
濃
く
な
っ
て

き
て
い
て
、
全
国
に
広
め
た
い

思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
研
修

会
を
受
け
て
、
法
定
検
査
に
つ

い
て
岐
阜
の
シ
ス
テ
ム
を
全
国

に
普
及
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
何
の
た
め
に
法
定
検
査
を

す
る
の
か
、
そ
の
目
的
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
。

番
目
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
、
改
善
す
る
こ
と
で

す
。
今
の
法
体
系
で
は
、
行
政

か
ら
指
導
が
か
か
る
け
れ
ど
、

そ
れ
で
は
い
つ
に
な
る
の
か
わ

か
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
法
定
検

査
が
あ
っ
て
も
実
用
活
用
さ
れ

て
い
な
い
。

業
種
だ
け
で
は
な
く
、
施

工
も
含
め
た

者
の
業
務
連
携

が
で
き
て
く
れ
ば
、
設
置
の
段

業
種
連
携
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
ち
、
自
分

た
ち
の
役
割
を
果
た
す
。
高
い
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
技

術
者
集
団
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
い
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

と
が
で
き
る
。

技
術
者
集
団
に
な
る

我
々
が
こ
れ
ら
を
や
り
き
る

と
、
岐
阜
県
内
で
下
水
道
は
止

ま
る
と
思
う
。
止
め
て
も
い
い

と
い
う
状
態
を
作
り
上
げ
る
ん

だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
今
ま

で
引
き
ず
っ
て
き
た
悪
い
評
判

も
含
め
て
、
責
任
を
持
っ
て
や

り
直
す
。
技
術
を
し
っ
か
り
磨

き
、
そ
し
て
良
好
な
き
れ
い
な

水
を
流
す
こ
と
で
、
住
民
、
行

政
か
ら
信
頼
さ
れ
る
維
持
管
理

業
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

圧
力
団
体
で
は
な
く
、
技
術
者

集
団
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
誓

い
、
私
は
全
力
で
頑
張
る
。

階
か
ら
ど
っ
ち
を
選
択
す
る
か

の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
先
月

日
環
境
省

浄
化
槽
推
進
室
か
ら
単
独
処
理

浄
化
槽
が

万
基
減
少
し
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
集
合
処

理
へ
の
転
換
率
が
下
が
り
、
そ

の
分
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り

替
わ
っ
た
割
合
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
行
政
が
こ
れ
だ

け
業
界
が
頑
張
っ
て
い
る
部
分

の
評
価
を
す
れ
ば
、
下
水
道
に

切
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え
る

形
が
で
き
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
残
っ
て
い
る
汲
み
取

り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
補
助
制
度

を
設
け
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た

受
け
皿
と
し
て
勉
強
さ
れ
て
い

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
今

日
話
し
を
聞
い
て
よ
り
そ
の
感

想
を
強
く
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
て

（
公
財
）日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー

参
事

国

安

克

彦


